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「
日
大
土
木
会
の
皆
様
へ
」

                            

佐
伯 

謹
吾

 

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
大
土
木

会
の
各
種
事
業
に
対
し
ま
し
て
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

例
年
で
す
と
、
本
会
報
に
は
新

会
長
が
紹
介
さ
れ
、
ご
挨
拶
が
掲

載
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

諸
々
の
予
定
が
変
更
さ
れ
る
中
、

本
会
の
総
会
も
開
催
が
困
難
に
な

り
、
私
を
含
め
現
在
の
役
員
が
も

う
一
年
延
長
し
て
任
に
当
た
ら
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ご
承
知
の
通
り
、
今
年
は
日
大

土
木
が
日
本
大
学
高
等
工
学
校
と

し
て
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
年
）

に
創
設
さ
れ
て
以
来
一
〇
〇
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
く
の
先
輩
方
を

は
じ
め
現
役
で
ご
活
躍
中
の
方
々

の
ご
尽
力
と
御
活
躍
の
お
陰
で
、

日
大
土
木
は
我
が
国
の
土
木
界
に

お
い
て
ゆ
る
ぎ
な
い
地
位
を
築
い

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
歴
史
と
伝

統
を
継
承
す
る
こ
と
が
、
我
々
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
も
影
響
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
災
害
が
、
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
自
然
災

害
か
ら
国
土
を
守
り
、
良
質
な
生

活
空
間
の
構
築
や
社
会
的
・
経
済

的
基
盤
の
整
備
を
目
的
と
す
る
土

木
技
術
に
対
す
る
期
待
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
こ
そ
、
日

本
大
学
土
木
系
三
学
部
四
学
科
の

連
携
を
深
め
、
学
生
か
ら
Ｏ
Ｂ
の

幅
広
い
情
報
・
交
流
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
日
大
土
木
会

の
活
動
を
継
続
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
本
会
へ
の
引
き
続
き

の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

( １）  第２７号

佐伯謹吾 会長

会 

長 

挨 

拶

令和２年９月 1日発行日　大　土　木　会　会　報

「
学
生
向
け
講
演
会
を 

           

開
催
し
て
」

　
　

副
会
長
・
事
業
部
会
長

　
　
　
　
　
　
　

神
保 

廣
光

　
　

　

令
和
二
年
六
月
十
日
、
理
工
学

部
土
木
工
学
科
の
３
，
４
年
生
を

対
象
に
災
害
対
策
の
実
際
や
災
害

発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ぶ
「
災

害
管
理
」
の
講
義
で
実
務
的
な
立

場
で
Ｕ
Ｒ
東
日
本
都
市
再
生
本
部

の
田
村
実
樹
氏
（
平
成
十
年
理
工
・

土
木
卒
）
に
「
Ｕ
Ｒ
の
震
災
復
興

支
援
の
取
組
み
に
つ
い
て
」
講
演

（
リ
モ
ー
ト
講
演
）
頂
い
た
の
で

報
告
し
ま
す
。

　

Ｕ
Ｒ
の
復
興
支
年
の
取
組
み
の

講
演
は
今
年
で
七
年
目
に
な
り
ま

す
。
平
成
二
十
六
～
二
十
八
年
度

は
、
宮
城
県
東
松
島
市
の
現
地

（
東
矢
本
駅
北
地
区
及
び
野
蒜
北

部
丘
陵
地
区
）
で
の
震
災
直
後
か

ら
約
５
年
間
の
短
期
間
で
の
事
業

完
了
に
尽
力
さ
れ
た
東
松
島
事
務

所
の
清
水
所
長
に
依
頼
し
、
平
成

二
十
九
～
三
十
一
年
度
は
、
Ｕ
Ｒ

の
支
社
（
復
興
支
援
局
）
や
本
社

に
在
籍
で
の
復
興
支
援
の
立
場
か

ら
、
Ｕ
Ｒ
全
体
の
震
災
復
興
支
援

の
取
組
み
を
Ｕ
Ｒ
本
社
の
加
藤
部

長
に
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
加
藤
部
長
の
推
薦

で
、
入
社
二
十
年
目
の
学
生
諸
君

の
年
齢
に
近
い
田
村
氏
に
依
頼
し

ま
し
た
。
田
村
氏
は
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
事
業
に
約
十

年
間
、
Ｕ
Ｒ
復

興
支
援
で
は
最

盛
期
（
Ｕ
Ｒ
支

援

者

ピ

ー

ク

四
四
六
名(

Ｈ

二

十

八

年

四

月)

）
の
平
成

講 

演 

会 

報 

告

神保廣光 副会長

頂
い
た
内
容
報
告
（
日
大
土
木
会

会
報
：
第
二
十
三
号
、
第
二
十
六

号
）
も
併
せ
て
ご
覧
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
が
、
今
回
は
田
村
氏
が

実
務
で
体
験
さ
れ
た
内
容
で
、
受

講
生
の
注
目
度
が
高
い
内
容
に
つ

い
て
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

Ⅰ
．
Ｕ
Ｒ
は
監
督
官
庁
の
国
交
省

の
指
導
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
や

地
方
公
共
団
体
と
協
力
し
て
Ｕ

Ｒ
に
で
き
る
こ
と
し
て
４
つ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
掲
げ
て
い
る

 

①
都
市
再
生　

②
住
環
境　
　

  

 

③
災
害
復
興　

④
郊
外
環
境

　

Ｕ
Ｒ
職
員
約
三
千
二
百
名
の
内

約
４
割
が
土
木
職
で
あ
り
、
各
部

門
で
活
躍
し
て
い
る
。
田
村
氏
が

現
在
所
属
し
て
い
る
都
市
再
生
本

部
で
は
①
都
市
再
生
の
事
例
と
し

て
御
茶
ノ
水
に
近
い
大
手
町
地
区

(

１
７･

４
ｈ
ａ)

で
は
土
地
区

画
整
理
事
業
と
市
街
地
再
開
発
事

業
手
法
に
よ
り
、
「
連
鎖
型
都
市

再
生
事
業
」
は
建
物
を
連
鎖
的
に

建
替
え
る
こ
と
で
、
事
業
活
動
を

中
断
す
る
こ
と
な
く
再
生
し
て
い

る
。
④
郊
外
環
境
の
事
例
と
し
て
、

田
村
氏
が
担
当
し
た
東
葉
高
速
線

の
船
橋
日
大
前
駅
に
隣
接
す
る
坪

井
地
区
【
船
橋
美
し
学
園
芽
吹
き

の
杜:

６
５･

４
ｈ
ａ
】
の
土
地

区
画
整
理
事
業
で
は
、
ビ
オ
ト
ー

プ
の
あ
る
近
隣
公
園
を
中
心
と
し

た
「
水
の
拠
点
」
、
保
存
緑
地
を

二
十
八
～
三
十
年
ま
で
岩
手
震
災

復
興
支
援
本
部
山
田
復
興
支
援
事

務
所
で
山
田
町
の
復
興
支
援
の
現

地
整
備
（
大
沢
地
区
、
山
田
地
区
）

を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
、
理
工
学
部
の
一
号
館
で

学
生
と
対
面
の
講
演
で
し
た
が
、

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
授
業
同
様
リ

モ
ー
ト
講
演
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
：
九
十

分
）
と
な
り
ま
し
た
。
講
演
に
先

立
ち
鎌
尾
先
生
の
リ
ー
ド
で
リ

ハ
ー
サ
ル
（
田
村
氏
、
神
保
）
を

行
い
ま
し
た
が
、
受
講
生
の
質
疑

等
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
な

い
た
め
、
ど
の
よ
う
な
講
演
に
な

る
か
不
安
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、

田
村
氏
が
学
生
へ
の
配
布
資
料
を

解
り
易
く
作
成
頂
き
、
約
百
三
十

名
と
の
多
人
数
か
ら
感
想
文
を
提

出
頂
き
、
Ｕ
Ｒ
組
織
や
Ｕ
Ｒ
の
復

興
支
援
に
つ
い
て
具
体
に
Ｕ
Ｒ
勤

務
の
日
大
土
木
の
先
輩
か
ら
聴
け

た
こ
と
に
多
く
の
感
謝
の
こ
と
ば

等
を
頂
い
た
の
で
ご
報
告
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

講
演
の
構
成
は
昨
年
の
加
藤
氏

の
講
演
と
同
様
、
以
下
の
４
点
に

大
別
し
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。

Ⅰ
．
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
に
つ
い
て

Ⅱ
．
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援

Ⅲ
．
被
災
宅
地
危
険
度
判
定

Ⅳ
．
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　

講
演
内
容
は
加
藤
氏
か
ら
講
演

( ６）  第２７号 日　大　土　木　会　会　報

 
 

日本大学理工学部土木工学科は、私学の土木工学科で初めて 2020 年に創設 100 周年を迎えます。 

(1920 年 6 月 1 日 高等工学校土木科として認可) この間、3 万 6 千人を超える卒業生を輩出し、関東

大震災の復興をはじめ国内外の様々な国土・都市基盤の整備に貢献してきました。

これからの 100 年も豊かな社会の実現に向け取り組んでまいります。 

聖橋：1923年関東大震災の復興事業として 1927年 7月に竣工 構造形式：鉄筋コンクリートアーチ 鋼板桁 橋長：79.3ｍ 
 日本大学工学部（日本大学理工学部の前身）土木工学科 教授 成瀬勝武 氏（当時復興局橋梁課長）が構造設計を担当 
（写真奥の建物はニコライ堂）  

日本大学理工学部土木工学科創設１００周年記念事業実行委員会 

【記念式典・祝賀会】 
日程：令和 3年 1月 24日（日）に延期の上開催 
場所：ホテルグランドパレス （東京都千代田区飯田橋 1-1-1） 
○記念式典：白 樺 鶴 亀 の 間（3Ｆ）11:00～ 
○祝 賀 会：ダイヤモンドルーム（2Ｆ）12:00～ 
※お問合せ：土木工学科創設 100周年記念事業実行委員会事務局                     

          日本大学理工学部土木工学科（担当教員：重村） 
        E-mail : shigemura.satoshi@nihon-u.ac.jp 

FAX：03-3293-3319 

出典：復興局「帝都復興記念帖」1930年 

理工学部土木工学科創設 100 周年のポスター



( ２）  第２７号日　大　土　木　会　会　報(５）  第２７号 日　大　土　木　会　会　報
中
心
と
し
た
「
緑
の
拠
点
」
そ
れ

ら
２
つ
を
せ
せ
ら
ぎ
歩
道
で
結
ん

だ
「
環
境
軸
」
の
整
備
を
写
真
等

で
説
明
さ
れ
ま
し
た
が
、
坪
井
地

区
周
辺
の
居
住
者
や
一
年
生
時
に

通
学
の
船
橋
校
舎
に
隣
接
し
て
い

る
地
区
で
、
綺
麗
に
整
備
さ
れ
て

い
る
街
と
の
印
象
を
持
っ
て
い
る

学
生
が
多
か
っ
た
。
た
だ
Ｕ
Ｒ
整

備
の
認
識
者
は
殆
ど
い
な
い
よ
う

だ
が
、
震
災
復
興
支
援
講
演
に
先

立
つ
話
題
と
し
て
は
馴
染
み
の
あ

る
地
区
で
の
体
験
事
例
は
土
木
職

が
幅
広
く
活
躍
で
き
る
と
捉
え
た

よ
う
で
あ
る
。

Ⅱ
．
東
日
本
大
震
災
支
援

　

Ｕ
Ｒ
は
被
災
二
十
五
自
治
体
と

で
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
協
力
し
て

推
進
す
る
た
め
の
覚
書
・
協
定
を

締
結
し
た
。
津
波
被
災
地
に
お
け

る
復
興
市
街
地
整
備
は
大
規
模
地

区
中
心
に
二
二
地
区
で
事
業
受
託

し
、
被
災
地
の
土
地
区
画
整
理
事

業
の
約
６
割
を
支
援
、
又
災
害
公

営
住
宅
整
備
で
は
岩
手
・
宮
城
の

市
町
村
整
備
分
の
約
４
割
を
支
援

し
て
い
る
。

　

津
波
被
災
地
の
復
興
市
街
地
整

備
は
、
一
部
地
区
（
陸
前
高
田
地

区
）
を
残
し
て
、
ハ
ー
ド
整
備
は

概
ね
完
了
し
て
お
り
、
福
島
の
原

子
力
災
害
被
災
地
域
で
の
ま
ち
づ

く
り
（
大
熊
町
、
双
葉
町
、
浪
江

町
）
に
注
力
し
て
い
る
。

　

●
津
波
被
害
地
の
具
体
の
支
援

と
し
て
田
村
氏
が
山
田
復
興
支
援

事
務
所(

平
成
二
十
八
～
三
十)

で
担
当
さ
れ
た
山
田
地
区
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
た
。

①
東
日
本
大
震
災
の
被
災
状
況

■
山
田
湾
津
波
到
達
約
三
十
分
後 

山
田
湾
津
波
高
さ
約
四
～
十
三
ｍ

■

人

的

被

害

：

死

亡

者

数 

８
２
５
人(

町
内
の
４･

３
％)

■
家
屋
被
害 

三
三
六
九
棟(

町

内
の
４
６･
７
％) 

※
山
田
地
区

エ
リ
ア
は
津
波
火
災
被
害
が
大

②
復
興
事
業
の
経
緯

・
平
成
二
十
三
年
四
月 
Ｕ
Ｒ
職

員
の
派
遣
・
復
興
計
画
策
定
支
援

・
平
成
二
十
五
年
八
月 

大
沢
地

区
、
山
田
地
区
、
町
か
ら
事
業
受

託・
令
和
元
年
九
月　

山
田
地
区
宅

地
引
渡
し
完
了 

・
令
和
二
年
一
月 

山
田
地
区 

区

画
整
理
事
業
換
地
処
分
公
告

③
細
浦
柳
沢
線
（
桜
山
ト
ン
ネ
ル

整
備
）

　

山
田
地
区
は
、
国
道
４
５
号
線
、

三
陸
鉄
道
が
被
災
し
た
。
復
興
計

画
で
、
防
潮
堤
整
備
や
宅
地
の
一

部
嵩
上
げ
や
、
防
災
集
団
移
転
事

業
で
高
台
移
転
も
行
な
っ
た
が
、

嵩
上
げ
を
殆
ど
行
わ
な
い
商
業
施

設
も
計
画
さ
れ
て
い
る
た
め
、
国

道
４
５
号
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し

て
、
山
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

接
続
す
る
細
浦
柳
沢
線
の
整
備
も

Ｕ
Ｒ
が
受
託
し
た
。
一
部
ト
ン
ネ

ル
区
間
三
三
六
ｍ
【
桜
山
ト
ン
ネ

ル
】
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
完

成
時
期
は
、
町
の
強
い
意
向
も
あ

り
工
期
は
平
成
二
十
八
年
七
月
～

三
〇
年
十
二
月
と
設
定
さ
れ
た
。

　

発
注
は
、
限
ら
れ
た
Ｕ
Ｒ
職
員

を
補
完
す
る
復
興
Ｃ
Ｍ
方
式
と

し
、
受
注
者
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
三

社
・
コ
ン
サ
ル
二
社
で
構
成
さ
れ

た
【
山
田
町
震
災
復
興
事
業
共
同

企
業
体
（
山
田
町
Ｃ
Ｍ
Ｒ
）
】
が

町
と
の
設
計
協
議
等
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
補
助
も
行
な
っ
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
は
土
被
り
五
十
ｍ
、

地
質
は
花
崗
岩

・
施
工
方
法
：
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
工
法
（
山

岳
ト
ン
ネ
ル
工
法
）

→
吹
付
け
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ロ
ッ

ク
ボ
ル
ト
、
鋼
製
支
保
工
、
覆
工

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
り
地
山
の
安

定
を
確
保
し
て
掘
削
す
る
方
法

・
掘
削
方
式
：
発
破
方
式
（
火
薬

に
よ
る
）

④ 

Ｕ
Ｒ
は
ト
ン
ネ
ル
施
工
の
実

績
が
殆
ど
な
く
、
関
東
と
は
異
な

る
地
盤
条
件
（
岩
の
掘
削
、
腐
植

土
の
地
盤
改
良
な
ど
）
や
予
算
管

理
等
の
苦
労
し
た
面
も
あ
る
が
、

地
域
住
民
、
町
、
Ｃ
Ｍ
Ｒ
の
協
力

連
携
に
よ
り
、
工
期
内
に
完
成
す

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
良
い
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

【
受
講
生
の
感
想
】

・
今
ま
で
行
政
的
な
立
場
で
の
復

興
状
況
報
道
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
う
が
、
具
体
の
施
工
す
る
立
場

で
写
真
等
で
の
ト
ン
ネ
ル
施
工
手

順
の
説
明
は
大
変
た
め
に
な
っ

た
。

・
海
に
近
い
国
道
４
５
号
線
の
代

替
と
し
て
ト
ン
ネ
ル
を
つ
く
る

等
、
被
災
者
の
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
を
行
な
っ
て
い
る
。

Ⅲ
．
被
災
宅
地
危
険
度
判
定

　

今
回
の
講
演
で
は
、
詳
細
な
説

明
は
省
略
し
た
が
、
初
め
て
聞
く

学
生
が
殆
ど
で
あ
る
が
、
配
布
し

た
資
料
か
ら
、
被
災
宅
地
危
険
度

判
定
制
度
が
大
規
模
な
被
災
宅
地

の
被
害
状
況
を
調
査
を
行
い
危
険

の
程
度
を
表
示
す
る
こ
と
は
、
二

次
災
害
を
軽
減
・
防
止
し
住
民
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
重
要

で
あ
る
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

Ⅳ
．
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て

・
被
災
公
共
団
体
の
技
術
職
員
が

足
り
な
か
っ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
経
験
者
が
少
な
い
。

・
い
か
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

行
う
か
、
時
間
の
経
過
で
、
住
民

の
意
向
が
変
化
す
る
。
人
口
減
少

の
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況

で
、
避
難
先
か
ら
戻
ら
な
い
住
民

も
考
慮
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
方

法
。

・
復
興
で
の
用
地
取
得
は
、
被
災

不
明
者
の
用
地
で
あ
っ
た
り
土
地

の
帰
属
が
不
明
確
な
用
地
の
扱
い 

等
。

【
終
わ
り
に
】

・
今
回
は
リ
モ
ー
ト
講
演
で
あ
っ

た
が
、
学
生
諸
君
は
講
演
を
視
聴

し
、
配
布
資
料
も
読
み
込
み
、
災

害
時
に
自
分
と
し
て
の
対
応
方
法

を
考
え
て
い
る
学
生
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
え
ま
す
。

・
震
災
時
は
小
学
校
五
年
生
の
岩

手
の
内
陸
出
身
の
学
生
は
、
県
内

の
津
波
被
災
状
況
や
震
災
復
興
状

況
を
あ
ま
り
知
ら
な
か
っ
た
。
今

回
、
山
田
地
区
の
被
災
直
後
の
写

真
や
図
表
、
土
地
区
画
整
理
事
業

の
進
捗
状
況
に
よ
り
ま
ち
の
復
興

状
況
が
把
握
で
き
た
と
の
感
想
も

あ
り
ま
し
た
。

○
震
災
後
十
年
経
過
し
、
津
波
被

害
現
地
は
ハ
ー
ド
な
復
興
が
進

み
、
被
災
直
後
の
惨
状
は
殆
ど
見

ら
れ
な
い
、
改
め
て
幅
広
く
被

オンラインでの講演の様子（講師：田村実樹氏・ＵＲ）

オンラインで実施された特別講演会

事
務
局
よ
り

あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
科
所
属
の
教
員
・
大
学
院

生
の
話
題
と
し
て
は
、
前
田
正
博

客
員
教
授
が
令
和
元
年
八
月
の
第

五
十
六
回
下
水
道
研
究
発
表
会
の

開
会
に
あ
た
り
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
下
水
道
」
と
い
う
特
別
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
元
年

十
月
に
北
海
道
大
学
で
開
催
さ
れ

た
廃
棄
物
資
源
循
環
学
会
北
海
道

支
部
令
和
元
年
度
ポ
ス
タ
ー
発

表
・
交
流
会
に
お
い
て
修
士
二
年

岡
崎
祐
介
君
が
優
秀
ポ
ス
タ
ー
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
後
も
学
会

等
で
活
躍
で
き
る
よ
う
教
員
・
大

学
院
生
と
も
日
々
研
鑽
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
度
に

昇
格
さ
れ
た
先
生
方
は
青
山
定
敬

先
生
、
高
橋
岩
仁
先
生
、
水
口
和

彦
先
生
が
教
授
に
、
中
村
倫
明
先

生
が
専
任
講
師
に
昇
格
さ
れ
、
赤

津
憲
吾
先
生
が
助
手
と
し
て
新
規

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
落
合

実
教
授(

前
学
部
長)

、
杉
村
俊

郎
教
授
、
渡
部
正
教
授
は
ご
定
年

と
な
り
、
特
任
教
授
と
し
て
引
き

続
き
学
生
の
指
導
に
当
た
っ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
防
止
の
た
め
、
本
学
部
で
も

他
大
学
と
同
様
に
対
面
式
の
授
業

で
は
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用

い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で

二
百
三
名
の
新
入
生
は
同
級
生
に

会
う
機
会
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
土
木
工
学
科
で
は
新
入
生
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
オ
ン

ラ
イ
ン
を
用
い
た
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
教
員
と
学
生
、
学
生

間
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
第
一
歩
と
し
て
教
員
一
名
に

つ
き
十
名
程
度
の
学
生
を
対
象
と

し
ま
し
た
。
自
己
紹
介
な
ど
を
通

じ
て
同
級
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
て
安
心
し
た
と

い
っ
た
意
見
等
が
あ
り
、
好
評
で

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
大
土

木
会
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
日
大
土
木
会
の
皆
様
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

日
大
土
木

　　
１
０
０
周
年

　

本
年
（
令
和
二
年
・
二
〇
二
〇

年
）
、
日
大
土
木
は
創
設
１
０
０

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
ま

し
た
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
一
九
二
〇

年
に
日
本
大
学
高
等
工
学
校
（
現 

理
工
学
部
）
に
土
木
科
が
創
設
さ

「
理
工
学
部
土
木
工
学
科
が

　

創
設
百
周
年
を
迎
え
る
」

　
　

教
室
窓
口　

重
村 

智

　

日
本
大
学
理
工
学
部
土
木
工
学

科
は
、
２
０
２
０
年
６
月
に
私
学

の
土
木
工
学
科
で
初
め
て
創
設
百

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

(

１
９
２
０
年
６
月
１
日 

日
本
大

学
高
等
工
学
校
土
木
科
と
し
て
認

可
さ
れ
ま
し
た
。)

　

　

こ
の
間
、
３
万
６
千
人
を
超
え

理工学部創設 100 周年のホームページ

共
催
で
記
念
式
典
の
開
催
・
記
念

誌
の
発
刊
等
の
企
画
も
時
間
を
か

け
て
準
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
に

つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
に
本
年
四
月
よ
り
来
年
一
月
に

延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
（
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

　

理
工
学
部
土
木
工
学
科
の
状
況

に
つ
い
て
教
室
窓
口
の
重
村
先
生

に
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

る
卒
業
生
を
輩
出
し
、
関
東
大

震
災
の
復
興
を
は
じ
め
国
内
外

の
様
々
な
国
土
・
都
市
基
盤
の

整
備
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
日
で
は
工
学
部
土

木
工
学
科
、
生
産
工
学
部
土
木

工
学
科
，
そ
し
て
理
工
学
部
交

通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
土
木
系

３
学
科
も
加
わ
り
「
日
大
土
木
」

と
し
て
多
く
の
卒
業
生
が
各
方

面
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
理
工
学
部
校
友
会
土

木
部
会
（
部
会
長
・
長
田
幸
治
）

と
理
工
学
部
土
木
工
学
科
で
は
、

創
設
百
周
年
記
念
実
行
委
員

会
（
委
員
長
：
近
藤
勉
・
昭
和

三
十
六
年
理
工
土
木
卒
）
を
立

ち
上
げ
、
記
念
事
業
（
記
念
式

典
、
祝
賀
会
、
記
念
誌
制
作
ほ
か
）

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
等
の
た

め
、
当
初
の
本
年
四
月
か
ら
延

期
し
、
来
年
一
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
頁
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

会
報
第
二
十
七
号
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
通
常
総
会
が
中

止
と
な
り
、
諸
活
動
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
た
た
め
約
３
ヶ
月
遅
れ

れ
ま
し
た
。

　

理
工
学
部
に
お
い
て
は
、
土

木
工
学
科
と
一
緒
に
設
置
さ

れ
た
建
築
学
科
が
共
に
創
設

１
０
０
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま

で
の
１
０
０
年
の
歴
史
を
振
り

返
っ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作

や
１
０
０
周
年
の
記
念
ロ
ゴ
を

作
り
、
次
の
一
〇
〇
年
に
向
け

て
の
情
報
発
信
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

理
工
学
部
土
木
工
学
科
に
お

い
て
も
、
校
友
会
土
木
部
会
と

で
発
行
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

紙
面
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
会
長
挨
拶
、
本
年
度
実
施

し
た
学
生
向
け
の
講
演
会
の
報

告
及
び
と
土
木
系
学
科
の
主
任

教
授
の
挨
拶
を
メ
イ
ン
と
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
年
は
日
大
土

木
の
創
設
１
０
０
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
す

が
、
様
々
な
記
念
行
事
等
も
コ

ロ
ナ
禍
で
延
期
も
し
く
は
中
止

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中

で
、
理
工
学
部
土
木
工
学
科
の

１
０
０
周
年
情
報
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
会
並
び
に
本
会
報
に
対
す

る
ご
意
見
・
ご
要
望
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
事
務
局

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
・
Ｋ
）

　


